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哲
墨
研
究
　
第
照
百
五
十
匹
號

ア
に
於
け
る
、
「
鶴
の
内
の
刺
」
、
「
自
由
の
辮
謹
法
」
、
「
飛
躍
」
、
「
翼
理

と
現
蜜
性
」
、
「
重
複
」
、
「
キ
リ
ス
ト
数
的
な
も
の
の
墾
形
」
等
に
就
て

の
多
く
の
論
文
を
爽
表
し
て
い
る
）
。
（
筆
勢
大
阪
外
麟
語
大
學
〔
哲

學
〕
数
授
）

彙

報

三
士

修
士

學
士

修
土

京
都
大
學
文
學
部
哲
畢
科
卒
業
論
文
題
昌

　
　
　
　
一
昭
禰
三
十
三
年
三
月
一

　
　
　
　
暫
　
學
　
專
　
攻

長竹鰺溝大
橋市坂口林

　麗　號信
継弘翼一治

思
惟
と
詩
作
（
鵠
Φ
嵐
。
α
q
σ
q
興
哲
學
の
一
考
察
）

入
間
存
在
の
有
墨
書
に
つ
い
て

カ
ン
ト
の
歴
史
観
を
め
ぐ
っ
て

存
在
と
頽
落

〉
「
裳
．
芝
ぼ
け
Φ
び
①
餌
伍
、
ω
竃
①
臣
。
自
。
断
国
選
①
蕊
一
く
①

》
ぴ
も
ゆ
窪
簿
。
島
。
跡

西
洋
哲
學
史
奪
攻

灘辻田
村　中
寛通治
二男男

田
伏
正
義

塚
嫡
　
智

精
聯
現
象
學
に
於
け
る
近
代
就
會
観

プ
ラ
ト
ン
の
「
パ
イ
ド
ン
」
を
め
ぐ
っ
て

プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
ヒ
ュ
ポ
テ
シ
ス
の
方
法
に
つ

い
て

ス
ピ
ノ
ザ
哲
學
に
お
け
る
自
由
に
つ
い
て

カ
ン
ト
に
お
け
る
自
然
と
倫
理
の
間

修
士

修學
士士

學
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

長
坂
　
公
一
　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
人
聞
嶺
渡
設

　
　
　
　
　
　
　
…
プ
ラ
ト
ン
の
「
テ
ア
イ
テ
ト
ス
」
第
一
部

　
　
　
　
　
　
　
を
理
解
す
る
た
め
に
一

布
村
　
忠
雄
　
カ
ン
ト
空
闘
論

　
　
　
　
　
　
　
一
数
學
的
側
衝
一

三
鴫
　
喉
義
　
軍
純
性
と
眞
理

　
　
　
　
　
　
「
デ
カ
ル
ト
と
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
訊
ー
ー

　
　
　
印
度
哲
畢
史
專
攻

十
文
掌
文
丸
　
ヨ
…
か
に
於
け
る
三
月
意
識
の
聞
題

　
　
　
支
那
哲
攣
史
筆
攻

石
倉
　
倫
門
江
　
禮
記
に
於
け
る
禮
の
思
想

水
原
　
溺
江
　
澱
虚
ト
僻
及
び
金
文
並
び
に
後
蒋
史
料
よ
り
見
た

　
　
　
　
　
　
る
股
周
王
朝
の
音
樂
的
攣
遷

　
　
　
心
理
墜
専
攻

青
野
貴
美
子
　
言
語
系
列
學
習
に
お
け
る
分
配
遺
習
法
の
問
題

岩
瀬
慶
孝
リ
ー
ダ
…
の
型
と
子
洪
の
行
動
に
つ
い
て

鬼
丸
　
正
巳
　
園
形
残
敏
の
灘
定
に
お
け
る
検
査
鰯
形
の
提
承
鋒

　
　
　
　
　
　
件
に
つ
い
て

粟
田
　
清
　
祉
會
心
理
學
に
お
け
る
コ
ム
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て
の
研
究

小
牧
　
国
外
　
白
鼠
に
依
る
明
暗
辮
溺
に
お
け
る
過
剰
學
習
の
闘

　
　
　
　
　
　
題

佐
々
木
土
師
二
　
時
程
紅
絵
比
較
に
お
け
る
時
間
頓
位
誤
差
に
っ

　
　
　
　
　
　
い
て
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修
士

修
士

高
橋
定
嗣

古
瀬
　
保
夫

松
下
　
裕

松
原
　
久

安
田
悌
治

大
石
準
一

河
村
艘
次

清
水
芳
次

森
濤
　
善
行

　
　
　
倫
理

寺
崎
　
峻
輔

横
由
　
繁
久

畢
士
　
荒
井

江
藤

家
庭
内
饗
膳
と
見
童
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て　
ー
テ
ス
ト
に
よ
る
課
閣
査
法
を
中
一
5
と
し

　
て
1

要
求
水
準
の
一
攣
数
と
し
て
の
家
族

集
麟
の
礁
制
化
に
つ
い
て

戦
後
中
畢
生
に
於
け
る
道
徳
意
識

集
團
の
堅
塁
に
つ
い
て

迷
路
畢
習
に
於
け
る
領
域
の
形
成
に
つ
い
て

親
子
關
係
の
心
理
學
的
研
究

空
聞
的
適
懸
の
統
憾
言
に
つ
い
て

書
の
織
時
比
較
に
お
け
る
時
聞
順
位
誤
差

攣
専
攻

カ
ン
ト
に
於
け
る
自
由
論
の
一
考
察

カ
ン
ト
の
宗
先
哲
學

藁
撃
美
攣
史
五
二

章
三
　
宗
教
美
衛

　
　
　
　
ー
ゴ
シ
ッ
ク
式
彫
…
刻
総
…
画
に
つ
い
て
1

簿
昭
　
環
代
に
及
ぼ
す
現
代
美
の
作
用

　
　
　
　
i
そ
の
一
例
に
つ
い
て
の
考
察
…

　山原清岡
彙岡田水本

泰挙善重
造作三温

ク
ロ
ー
チ
ェ
の
美
學
理
論
に
つ
い
て

白
鳳
彫
刻

ド
ラ
ク
ロ
ア
の
作
風

（
ヴ
オ
リ
ン
ゲ
ル
に
お
け
る
）
建
築
謙
式
の
問
題

　
報

修
士
久
納
慶
一

　
　
　
鷺
田
博
子

　
　
　
薦
井
榮
一
郎

　
　
　
三
間
　
千
艸

　
　
　
山
崎
　
正
稲融

會
獲

畢
士
　
金
屋
　
李
三

　
　
　
北
村
和
宥

　
　
　
小
關
　
三
挙

　
　
　
佐
藤
　
霊
計

　
　
　
菅
原

　
　
」
藤
紺

　
　
　
森
本

　
　
　
山
本

修
士
間
場

講利秀　道
一夫之隆生

手
淫
　
正

遠
藤
惣
一

高
津
　
等

轡
樂
に
於
け
る
樹
象
性
の
構
造
の
鮒
題

言
語
の
凝
生
（
表
聡
と
し
て
の
需
語
に
闘
し
て
）

暑
樂
的
時
闘
に
つ
い
て

藝
衛
と
世
界
瀕

作
品
の
藝
循
史
的
意
味

　
導
攻

現
代
に
於
け
る
臼
本
家
族
の
攣
遷

都
市
肚
會
學
序
論

俸
給
生
活
巻
の
瓶
會
的
性
絡

村
落
雁
會
の
分
析

　
…
一
一
村
落
の
實
態
調
査
報
皆
f

一
法
落
鮎
曾
に
於
け
る
就
會
意
識

一
農
村
に
於
け
る
上
下
關
係
の
魔
會
學
的
考
察

日
本
に
於
け
る
自
我
の
確
立
に
つ
い
て

流
行
に
つ
い
て

マ
ッ
ク
ス
。
ウ
ェ
；
バ
ー
の
支
配
勉
曾
學
に
驕
す

る
一
考
察

　
一
特
に
近
代
官
僚
棚
理
論
を
中
心
と
し

　
て
…

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
國
家
論

産
業
窟
僚
制

　
一
産
藁
砒
魯
學
的
立
場
か
ら
の
～
考
察
一

利
盆
就
曾
の
禰
互
作
用
と
交
化

　
一
大
阪
の
趾
會
學
的
研
究
の
た
め
に
…

　
　
　
　
　
　
　
八
三
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誓
峯
研
究

水
野
浩
一

　
　
山
口

修
士
　
稻
葉
　
稔

　
　
　
西
山
　
光
憲

　
　
　
宮
地
　
た
か

　
　
　
　
　
　
佛
教

學
士
　
海
懇
　
宏
構

修
士
　
丹
治
　
昭
義

　
　
　
蔚
原
仁
幸

　
　
　
　
　
　
墓
督
教
學
專
攻

學
士
清
水
正
昭

修
士
　
小
池
　
三
郎

素
光
　
東
灘
に
お
け
る
村
落
の
統
一
と
宗
数

　
宗
数

箪
照
門
五
＋
醐
號

交
化
人
類
學
に
お
け
る
機
能
主
義
に
つ
い
て

　
　
　
幻
鼠
O
剛
毛
？
ゆ
8
三
ρ
と
鼠
巴
鰐
O
乏
ω
躍

攣
藝
攻

ζ
ρ
。
葺
切
ぼ
。
箆
農
σ
q
興
N
霞
ω
①
一
盛
h
猿
ぴ
q
①

カ
ン
ト
哲
畢
に
於
け
る
主
照
撹
性
に
つ
い
て

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
於
け
る
入
聞
存
在
に
つ
い
て

學
悪
攻

佛
数
論
理
畢
派
の
現
量
に
つ
い
て

目
穂
の
二
諦
読

　
一
入
再
論
第
六
地
の
研
究
一

歎
異
紗
の
思
想
的
研
究

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
不
安
の
概
念
」
に
つ
い
て

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
豫
定
論

　
ー
セ
ミ
。
ペ
ラ
ギ
ア
ニ
ス
ム
ス
弥
南
脇
に

　
　
　
か
か
わ
る
試
論
一

京
都
大
異
書
學
轍
魚
畢
研
究
科

　
博
士
課
程
軍
位
取
得
者
研
究
嚢
表
題
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
哲
學
科
蘭
係
）

　
　
　
　
一
1
昭
和
三
十
三
年
三
月
十
五
俵
、
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
部
第
一
講
義
室
一

　
　
　
　
哲
　
學
　
専
　
攻

傍
藤
結
城
夫

土
岐
邦
夫

西
山
　
邦
彦

大
槻
眞
一
郎

水
地
宗
明

山
下
　
正
男

紳
戸
　
忠
夫

室
伏
・
靖
子

河
村
雷
雨

角
　
　
簾
門

中
、
久
郎

前
照
　
卓

大
峯
　
顯

八
四

論
理
成
立
の
基
礎

　
　
　
　
一
へ
ー
ゲ
ル
下
田
に
お
け
る
現
象
～
と
論
理

　
　
　
　
　
　
に
㈱
し
て
…

フ
ィ
ヒ
テ
哲
學
に
つ
い
て
の
一
考
察

五
念
門
に
お
け
る
讃
歎
の
野
鼠
的
梅
造

西
洋
二
段
史
專
攻

エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
「
断
片
」
と
そ
の
磁
路

U
o
鎮
舞
差
す
O
β
器
。
・
瓢
。
謬
の
の
℃
一
目
。
凱
0
9
コ
9
ぎ
置
昌
き

古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
シ
ュ
ロ
ギ
ス
モ
ス
の
成
立
過
程

心
理
威
逼
攻

知
壁
の
要
因
と
し
て
の
ト
ー
ヌ
ス

ご
次
性
張
化
の
機
能
に
つ
い
て

謹
曹
學
奪
攻

わ
が
畷
近
世
に
お
け
る
町
人
家
族

説
脅
調
査
の
方
法

肚
曾
統
制
論

二
心
崇
拝

宗
教
攣
専
攻

フ
ィ
ヒ
テ
後
期
知
識
學
に
お
け
る
絶
封
蕎
と
自
我


